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【手続補正書】
【提出日】平成30年4月10日(2018.4.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ヒトまたは動物対象内または対象上の病原体の増殖または侵入を阻害するための組成物
であって、該病原体の増殖または侵入を阻害するのに有効な併用量の、植物ディフェンシ
ンまたはその機能性天然もしくは合成誘導体もしくは変異体と、（i）プロテイナーゼ阻
害剤または（ii）化学殺病原体剤もしくは静病原体剤のいずれかとの組み合わせの有効量
を含む、前記組成物。
【請求項２】
　前記ディフェンシンと前記プロテイナーゼ阻害剤または化学剤との組み合わせが、該組
み合わせで使用されるのと同じ個々の用量でそれぞれを単独で使用する場合と比較して相
乗的である、請求項1に記載の組成物。
【請求項３】
　前記植物ディフェンシンが透過性ディフェンシンである、請求項1に記載の組成物。
【請求項４】
　前記透過性ディフェンシンが、NaD1、TPP3、PhD1、PhD1A、PhD2、FST、NoD173、HXL001
、HXL002、HXL004、HXL007、HXL008、HXL009、HXL012、HXL013、HXL015、HXL035およびHX
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L036からなるリストより選択される、請求項3に記載の組成物。
【請求項５】
　前記透過性ディフェンシンが、ナス科（Solanaceous）クラスIIディフェンシンまたは
その機能性天然もしくは合成誘導体もしくは変異体である、請求項3に記載の組成物。
【請求項６】
　前記ディフェンシン変異体が、ナス科クラスIIディフェンシン由来の対応するループ1B
と置き換わっているクラスIディフェンシン由来のループ1Bを含む、請求項5に記載の組成
物。
【請求項７】
　前記ディフェンシン変異体が、HXP4、HXP34、HXP35、HXP37、HXP58、HXP72、HXP91、HX
P92、HXP95およびHXP107からなるリストより選択される、請求項6に記載の組成物。
【請求項８】
　前記プロテイナーゼ阻害剤が、セリンまたはシステインプロテイナーゼ阻害剤である、
請求項1に記載の組成物。
【請求項９】
　前記プロテイナーゼ阻害剤が、NaPI、NaCys1、NaCys2、NaCys3、NaCys4、HvCPI6、SICy
s9、Oc-Ia、Oc-Ib、Oc-Ic、Oc-Id、StPin1A、At2g38870、CI-1B、CI-2、At2g43510および
BPTIからなるリストより選択される、請求項8に記載の組成物。
【請求項１０】
　前記化学剤が、シクロピロクス、テルビナフィン、フェンプロピモルフ、ケトコナゾー
ル、イントラコナゾール、フルコナゾール、アモロルフィン、アンホテリシン、アゾール
、ポリエン、エキノキャンディン、アリルアミン、グリセオフルビン、トルナフタート、
ベンゾオキサボロール、アガノシド（aganocide）、フルシトシン、ハロプロギン、ポリ
ゴジアール、ウンデシレン酸、β-グルカンシンターゼ阻害剤およびキチンシンターゼ阻
害剤からなるリストより選択される、請求項1に記載の組成物。
【請求項１１】
　前記エキノキャンディンがカスポファンギンである、請求項10に記載の組成物。
【請求項１２】
　前記病原体が真菌病原体である、請求項1に記載の組成物。
【請求項１３】
　前記真菌生物が、アルテルナリア属（Alternaeria spp）、アスペルギルス属（Aspergi
llus spp）、カンジダ属（Candida spp）、フザリウム属（Fusarium spp）、トリコフィ
トン属（Trichophyton spp）、クリプトコックス属（Cryptococcus spp）、ヒストプラズ
マ属（Histoplasma spp)、ミクロスポルム属（Microsporum spp)、ペニシリウム属（Peni
cillium spp)、ニューモシスチス属（Pneuocystis spp)、トリコスポロン属（Trichospor
on spp)、スケドスポリウム属（Scedosporium spp)、ペシロミセス属（Paeciliomyces sp
p)、アクレモニウム属（Acremonium spp)、スタキボトリス属（Stachybotrys spp)および
デマチアセウス属（Dermatiaceous）カビの菌種からなるリストより選択される、請求項1
2に記載の組成物。
【請求項１４】
　前記真菌生物が、アルテルナリア・アルテルナータ（Alternaria alternata）、アスペ
ルギルス・フミガタス（Aspergillus fumigatus）、アスペルギルス・ニガー（Aspergill
us niger）、アスペルギルス・フラバス（Aspergillus flavus）、アスペルギルス・ニデ
ュランス（Aspergillus nidulans）、アスペルギルス・パラシチカス（Aspergillus para
citicus）、カンジダ・アルビカンス（Candida albicans）、カンジダ・デュブリニエン
シス（Candida dubliniensis）、カンジダ・ファマタ（Candida famata）、カンジダ・グ
ラブラータ（Candida glabrata）、カンジダ・ギリエルモンディ（Candida guilliermond
ii）、カンジダ・ハエムロニイ（Candida haemulonii）、カンジダ・ケフィール（Candid
a kefyr）、カンジダ・クルーセイ（Candida krusei）、カンジダ・ルシタニアエ（Candi
da lusitaniae）、カンジダ・ノルベジェンシス（Candida norvegensis）、カンジダ・パ
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ラプシローシス（Candida parapsilosis）、カンジダ・トロピカリス（Candida tropical
is）、カンジダ・ビスワナシイ（Candida viswanathii）、フザリウム・オキシスポラム
（Fusarium oxysporum）、フザリウム・ソラニ（Fusarium solani）、フザリウム・モニ
リフォルメ（Fusarium monoliforme）、トリコフィトン・ルブラム（Trychophyton rubru
m）、トリコフィトン・メンタグロフィテス（Trychophyton mentagrophytes）、トリコフ
ィトン・インタージギターレ（Trychophyton interdigitales）、トリコフィトン・トン
ズランス（Trychophyton tonsurans）、クリプトコックス・ネオフォルマンス（Cryptoco
ccus neoformans）、クリプトコックス・ガッティ（Cryptococcus gattii）、クリプトコ
ックス・グルビイ（Cryptococcus grubii）、ミクロスポルム・カニス（Microsporum can
is）、ミクロスポルム・ジプセウム（Microsporum gypseum）、ペニシリウム・マルネッ
フェイ（Penicillium marneffei）、トリコスポロン・ベイゲリ（Tricosporon beigelii
）、トリコスポロン・アサヒ（Trichosporon asahii）、トリコスポロン・インキン（Tri
chosporon inkin）、トリコスポロン・アステロイデス（Trichosporon asteroides）、ト
リコスポロン・クタネウム（Trichosporon cutaneum）、トリコスポロン・ドメスティカ
ム（Trichosporon domesticum）、トリコスポロン・ムコイデス（Trichosporon mucoides
）、トリコスポロン・オボイデス（Trichosporon ovoides）、トリコスポロン・プルラン
ス（Trichosporon pullulans）、トリコスポロン・ロウビエリ（Trichosporon loubieri
）、トリコスポロン・ジャポニカム（Trichosporon japonicum）、スケドスポリウム・ア
ピオスペルムム（Scedosporium apiospermum）、スケドスポリウム・プロリフィカンス（
Scedosporium prolificans）、ペシロミセス・バリオッティ（Paecilomyces variotii）
、ペシロミセス・リラシヌス（Paecilomyces lilacinus）、アクレモニウム・ストリクタ
ム（Acremonium stricutm）、クラドフィアロフォラ・バンチアナ（Cladophialophora ba
ntiana）、ワンギエラ・デルマチチジス（Wangiella dermatitidis）、ラミクロリディウ
ム・オボボイデウム（Ramichloridium obovoideum）、ケトミウム・アトロブルネウム（C
haetomium atrobrunneum）、ダクチラリア・ガロパバム（Dactylaria gallopavum）、バ
イポラリス属（Bipolaris spp）、エクセロヒルム・ロストラツム（Exserohilum rostrat
um）ならびにアブシジア・コリムビフェラ（Absidia corymbifera）、アポフィソミセス
・エレガンス（Apophysomyces elegans）、ムコール・インディカス（Mucor indicus）、
リゾムコール・プシルス（Rhizomucor pusillus）、リゾプス・オリゼ（Rhizopus oryzae
）、カニングハメラ・バーソレチアエ（Cunninghamella bertholletiae）、コケロミセス
・レクルバタス（Cokeromyces recurvatus）、サクセネア・バシフォルミス（Saksenaea 
vasiformis）、シンセファラストラム・ラセモサム（Syncephalastrum racemosum）、バ
シジオボラス・ラナラム（Basidiobolus ranarum）、コニディオボルス・コロナトゥス（
Conidiobolus coronatus）／コニディオボルス・インコングルース（Conidiobolus incon
gruus）、ブラストミセス・デルマチチジス（Blastomyces dermatitidis）、コクシディ
オイデス・イミチス（Coccidioides immitis）、コクシディオイデス・ポサダシイ（Cocc
idioides posadasii）、ヒストプラズマ・カプスラーツム（Histoplasma capsulatum）、
パラコクシディオイデス・ブラジリエンシス（Paracoccidioides brasiliensis）、シュ
ードアレシェリア・ボイジイ（Pseudallescheria boydii）およびスポロトリクス・シェ
ンキイ（Sporothrix schenckii）からなるリストより選択される、請求項13に記載の組成
物。
【請求項１５】
　前記ディフェンシンおよび他の薬剤が、ヒトまたは動物に局所適用される、請求項1に
記載の組成物。
【請求項１６】
　前記ディフェンシンおよび他の薬剤が、ヒトまたは動物に非局所適用される、請求項1
に記載の組成物。
【請求項１７】
　前記ディフェンシンおよび／または前記プロテイナーゼ阻害剤が、遺伝子改変された微
生物によって産生されるまたは植物もしくは細胞の抽出物により提供される、請求項1に
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記載の組成物。
【請求項１８】
　植物ディフェンシンまたはその機能性合成もしくは天然誘導体もしくは変異体と、プロ
テイナーゼ阻害剤または抗病原体特性を有する化学剤のいずれかとの組み合わせ、ならび
に1つまたは複数の薬学的に許容される担体、希釈剤および／または賦形剤を含む、製剤
。
【請求項１９】
　前記植物ディフェンシンが透過性ディフェンシンである、請求項18に記載の製剤。
【請求項２０】
　前記透過性ディフェンシンが、クラスIIナス科ディフェンシンまたはその機能性天然も
しくは合成誘導体もしくは変異体である、請求項18に記載の製剤。
【請求項２１】
　局所用製剤である、請求項18に記載の製剤。
【請求項２２】
　前記プロテイナーゼ阻害剤が、NaPI、NaCys1、NaCys2、NaCys3、NaCys4、HvCPI6、SICy
s9、Oc-Ia、Oc-Ib、Oc-Ic、Oc-Id、StPin1A、At2g38870、CI-1B、CI-2、At2g43510および
BPTIより選択される、請求項18に記載の製剤。
【請求項２３】
　前記化学剤が、シクロピロクス、テルビナフィン、フェンプロピモルフ、ケトコナゾー
ル、イントラコナゾール、フルコナゾール、アモロルフィン、アンホテリシン、アゾール
、ポリエン、エキノキャンディン、アリルアミン、グリセオフルビン、トルナフタート、
ベンゾオキサボロール、アガノシド、フルシトシン、ハロプロギン、ポリゴジアール、ウ
ンデシレン酸、β-グルカンシンターゼ阻害剤およびキチンシンターゼ阻害剤である、請
求項18に記載の製剤。
【請求項２４】
　前記エキノキャンディンがカスポファンギンである、請求項18に記載の製剤。
【請求項２５】
　ディフェンシンおよび／またはプロテイナーゼ阻害剤の供給源としての細胞抽出物また
は植物抽出物を含む、請求項18に記載の製剤。
【請求項２６】
　ヒトまたは動物対象の病原体の治療または予防のための医薬の製造における、請求項18
～25のいずれか一項に記載の製剤の使用。
【請求項２７】
　病原体の増殖または侵入を阻害するための組成物であって、NaD1、TPP3、PhD1、PhD1A
、PhD2、FST、NoD173、HXL001、HXL002、HXL004、HXL007、HXL008、HXL009、HXL012、HXL
013、HXL015、HXL035およびHXL036からなるリストより選択される植物ディフェンシンま
たはHXP4、HXP34、HXP35、HXP37、HXP58、HXP72、HXP91、HXP92、HXP95およびHXP107から
なるリストより選択されるディフェンシンの変異体もしくは誘導体と、プロテイナーゼ阻
害剤または抗病原体特性を有する化学剤との組み合わせの有効量を含み、該ディフェンシ
ンと該プロテイナーゼ阻害剤または該化学剤のいずれかとの組み合わせが、該組み合わせ
で使用されるのと同じ個々の用量でそれぞれを単独で使用する場合と比較して抗病原体活
性を促進する、前記組成物。
【請求項２８】
　病原体の増殖または侵入を阻害するための組成物であって、NaD1、TPP3、PhD1、PhD1A
、PhD2、FST、NoD173、HXL001、HXL002、HXL004、HXL007、HXL008、HXL009、HXL012、HXL
013、HXL015、HXL035およびHXL036からなるリストより選択される植物ディフェンシンま
たはHXP4、HXP34、HXP35、HXP37、HXP58、HXP72、HXP91、HXP92、HXP95およびHXP107から
なるリストより選択されるディフェンシンの変異体もしくは誘導体と、NaPI、NaCys1、Na
Cys2、NaCys3、NaCys4、HvCPI6、SICys9、Oc-Ia、Oc-Ib、Oc-Ic、Oc-Id、StPin1A、At2g3
8870、CI-1B、CI-2、At2g43510およびBPTIからなるリストより選択されるプロテイナーゼ
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阻害剤またはシクロピロクス、テルビナフィン、フェンプロピモルフ、ケトコナゾール、
イントラコナゾール、フルコナゾール、アモロルフィン、アンホテリシン、アゾール、ポ
リエン、エキノキャンディン、アリルアミン、グリセオフルビン、トルナフタート、ベン
ゾオキサボロール、アガノシド、フルシトシン、ハロプロギン、ポリゴジアール、ウンデ
シレン酸、β-グルカンシンターゼ阻害剤およびキチンシンターゼ阻害剤からなるリスト
より選択される化学剤のいずれかとの組み合わせの有効量を含み、該ディフェンシンと他
の薬剤との組み合わせが、該組み合わせで使用されるのと同じ個々の用量でそれぞれを単
独で使用する場合と比較して抗病原体活性を促進する、前記組成物。
【請求項２９】
　真菌病原体の増殖または侵入を阻害するための組成物であって、NaD1、TPP3、PhD1、Ph
D1A、PhD2、FST、NoD173、HXL001、HXL002、HXL004、HXL007、HXL008、HXL009、HXL012、
HXL013、HXL015、HXL035およびHXL036からなるリストより選択される植物ディフェンシン
またはHXP4、HXP34、HXP35、HXP37、HXP58、HXP72、HXP91、HXP92、HXP95およびHXP107か
らなるリストより選択されるディフェンシンの変異体もしくは誘導体と、NaPI、NaCys1、
NaCys2、NaCys3、NaCys4、StPin1A、HvCPI6、SICys9、Oc-Ia、Oc-Ib、Oc-Ic、Oc-Id、At2
g38870、CI-1B、CI-2、At2g43510およびBPTIからなるリストより選択されるプロテイナー
ゼ阻害剤またはシクロピロクス、テルビナフィン、フェンプロピモルフ、ケトコナゾール
、イントラコナゾール、フルコナゾール、アモロルフィン、アンホテリシン、アゾール、
ポリエン、エキノキャンディン、アリルアミン、グリセオフルビン、トルナフタート、ベ
ンゾオキサボロール、アガノシド、フルシトシン、ハロプロギン、ポリゴジアール、ウン
デシレン酸、β-グルカンシンターゼ阻害剤およびキチンシンターゼ阻害剤からなるリス
トより選択される化学剤のいずれかとの組み合わせの有効量を含み、該ディフェンシンと
他の薬剤との組み合わせが該病原体の増殖の阻害を促進する、前記組成物。
【請求項３０】
　前記エキノキャンディンがカスポファンギンである、請求項28または29に記載の組成物
。
【請求項３１】
　前記組み合わせが相乗的である、請求項27～30のいずれか一項に記載の組成物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３２】
　別の態様においては、正常フローラの属または種に属する微生物が、ディフェンシンお
よび／またはプロテイナーゼ阻害剤等のタンパク質を産生するよう遺伝子操作される。そ
のような微生物は、抗真菌化学剤と共に使用され得る腸領域または皮膚表面領域にコロニ
ー形成するプロバイオティックとして使用され得る。あるいは、ディフェンシンおよび／
またはプロテイナーゼ阻害剤は、植物を含む細胞の抽出物として提供される。
[本発明1001]
　以下の工程を含む、ヒトまたは動物対象内または対象上の病原体の増殖または侵入を阻
害する方法：該病原体を、該病原体の増殖または侵入を阻害するのに有効な併用量の、植
物ディフェンシンまたはその機能性天然もしくは合成誘導体もしくは変異体と、（i）プ
ロテイナーゼ阻害剤または（ii）化学殺病原体剤もしくは静病原体剤のいずれかとの組み
合わせの有効量に接触させる工程。
[本発明1002]
　前記ディフェンシンと前記プロテイナーゼ阻害剤または化学剤との組み合わせが、該組
み合わせで使用されるのと同じ個々の用量でそれぞれを単独で使用する場合と比較して相
乗的である、本発明1001の方法。
[本発明1003]
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　前記植物ディフェンシンが透過性ディフェンシンである、本発明1001の方法。
[本発明1004]
　前記透過性ディフェンシンが、NaD1、TPP3、PhD1、PhD1A、PhD2、FST、NoD173、HXL001
、HXL002、HXL004、HXL007、HXL008、HXL009、HXL012、HXL013、HXL015、HXL035およびHX
L036からなるリストより選択される、本発明1003の方法。
[本発明1005]
　前記透過性ディフェンシンが、ナス科（Solanaceous）クラスIIディフェンシンまたは
その機能性天然もしくは合成誘導体もしくは変異体である、本発明1003の方法。
[本発明1006]
　前記ディフェンシン変異体が、ナス科クラスIIディフェンシン由来の対応するループ1B
と置き換わっているクラスIディフェンシン由来のループ1Bを含む、本発明1005の方法。
[本発明1007]
　前記ディフェンシン変異体が、HXP4、HXP34、HXP35、HXP37、HXP58、HXP72、HXP91、HX
P92、HXP95およびHXP107からなるリストより選択される、本発明1006の方法。
[本発明1008]
　前記プロテイナーゼ阻害剤が、セリンまたはシステインプロテイナーゼ阻害剤である、
本発明1001の方法。
[本発明1009]
　前記プロテイナーゼ阻害剤が、NaPI、NaCys1、NaCys2、NaCys3、NaCys4、HvCPI6、SICy
s9、Oc-Ia、Oc-Ib、Oc-Ic、Oc-Id、StPin1A、At2g38870、CI-1B、CI-2、At2g43510および
BPTIからなるリストより選択される、本発明1008の方法。
[本発明1010]
　前記化学剤が、シクロピロクス、テルビナフィン、フェンプロピモルフ、ケトコナゾー
ル、イントラコナゾール、フルコナゾール、アモロルフィン、アンホテリシン、アゾール
、ポリエン、エキノキャンディン、アリルアミン、グリセオフルビン、トルナフタート、
ベンゾオキサボロール、アガノシド（aganocide）、フルシトシン、ハロプロギン、ポリ
ゴジアール、ウンデシレン酸、β-グルカンシンターゼ阻害剤およびキチンシンターゼ阻
害剤からなるリストより選択される、本発明1001の方法。
[本発明1011]
　前記エキノキャンディンがカスポファンギンである、本発明1010の方法。
[本発明1012]
　前記病原体が真菌病原体である、本発明1001の方法。
[本発明1013]
　前記真菌生物が、アルテルナリア属（Alternaeria spp）、アスペルギルス属（Aspergi
llus spp）、カンジダ属（Candida spp）、フザリウム属（Fusarium spp）、トリコフィ
トン属（Trichophyton spp）、クリプトコックス属（Cryptococcus spp）、ヒストプラズ
マ属（Histoplasma spp)、ミクロスポルム属（Microsporum spp)、ペニシリウム属（Peni
cillium spp)、ニューモシスチス属（Pneuocystis spp)、トリコスポロン属（Trichospor
on spp)、スケドスポリウム属（Scedosporium spp)、ペシロミセス属（Paeciliomyces sp
p)、アクレモニウム属（Acremonium spp)、スタキボトリス属（Stachybotrys spp)および
デマチアセウス属（Dermatiaceous）カビの菌種からなるリストより選択される、本発明1
012の方法。
[本発明1014]
　前記真菌生物が、アルテルナリア・アルテルナータ（Alternaria alternata）、アスペ
ルギルス・フミガタス（Aspergillus fumigatus）、アスペルギルス・ニガー（Aspergill
us niger）、アスペルギルス・フラバス（Aspergillus flavus）、アスペルギルス・ニデ
ュランス（Aspergillus nidulans）、アスペルギルス・パラシチカス（Aspergillus para
citicus）、カンジダ・アルビカンス（Candida albicans）、カンジダ・デュブリニエン
シス（Candida dubliniensis）、カンジダ・ファマタ（Candida famata）、カンジダ・グ
ラブラータ（Candida glabrata）、カンジダ・ギリエルモンディ（Candida guilliermond
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ii）、カンジダ・ハエムロニイ（Candida haemulonii）、カンジダ・ケフィール（Candid
a kefyr）、カンジダ・クルーセイ（Candida krusei）、カンジダ・ルシタニアエ（Candi
da lusitaniae）、カンジダ・ノルベジェンシス（Candida norvegensis）、カンジダ・パ
ラプシローシス（Candida parapsilosis）、カンジダ・トロピカリス（Candida tropical
is）、カンジダ・ビスワナシイ（Candida viswanathii）、フザリウム・オキシスポラム
（Fusarium oxysporum）、フザリウム・ソラニ（Fusarium solani）、フザリウム・モニ
リフォルメ（Fusarium monoliforme）、トリコフィトン・ルブラム（Trychophyton rubru
m）、トリコフィトン・メンタグロフィテス（Trychophyton mentagrophytes）、トリコフ
ィトン・インタージギターレ（Trychophyton interdigitales）、トリコフィトン・トン
ズランス（Trychophyton tonsurans）、クリプトコックス・ネオフォルマンス（Cryptoco
ccus neoformans）、クリプトコックス・ガッティ（Cryptococcus gattii）、クリプトコ
ックス・グルビイ（Cryptococcus grubii）、ミクロスポルム・カニス（Microsporum can
is）、ミクロスポルム・ジプセウム（Microsporum gypseum）、ペニシリウム・マルネッ
フェイ（Penicillium marneffei）、トリコスポロン・ベイゲリ（Tricosporon beigelii
）、トリコスポロン・アサヒ（Trichosporon asahii）、トリコスポロン・インキン（Tri
chosporon inkin）、トリコスポロン・アステロイデス（Trichosporon asteroides）、ト
リコスポロン・クタネウム（Trichosporon cutaneum）、トリコスポロン・ドメスティカ
ム（Trichosporon domesticum）、トリコスポロン・ムコイデス（Trichosporon mucoides
）、トリコスポロン・オボイデス（Trichosporon ovoides）、トリコスポロン・プルラン
ス（Trichosporon pullulans）、トリコスポロン・ロウビエリ（Trichosporon loubieri
）、トリコスポロン・ジャポニカム（Trichosporon japonicum）、スケドスポリウム・ア
ピオスペルムム（Scedosporium apiospermum）、スケドスポリウム・プロリフィカンス（
Scedosporium prolificans）、ペシロミセス・バリオッティ（Paecilomyces variotii）
、ペシロミセス・リラシヌス（Paecilomyces lilacinus）、アクレモニウム・ストリクタ
ム（Acremonium stricutm）、クラドフィアロフォラ・バンチアナ（Cladophialophora ba
ntiana）、ワンギエラ・デルマチチジス（Wangiella dermatitidis）、ラミクロリディウ
ム・オボボイデウム（Ramichloridium obovoideum）、ケトミウム・アトロブルネウム（C
haetomium atrobrunneum）、ダクチラリア・ガロパバム（Dactylaria gallopavum）、バ
イポラリス属（Bipolaris spp）、エクセロヒルム・ロストラツム（Exserohilum rostrat
um）ならびにアブシジア・コリムビフェラ（Absidia corymbifera）、アポフィソミセス
・エレガンス（Apophysomyces elegans）、ムコール・インディカス（Mucor indicus）、
リゾムコール・プシルス（Rhizomucor pusillus）、リゾプス・オリゼ（Rhizopus oryzae
）、カニングハメラ・バーソレチアエ（Cunninghamella bertholletiae）、コケロミセス
・レクルバタス（Cokeromyces recurvatus）、サクセネア・バシフォルミス（Saksenaea 
vasiformis）、シンセファラストラム・ラセモサム（Syncephalastrum racemosum）、バ
シジオボラス・ラナラム（Basidiobolus ranarum）、コニディオボルス・コロナトゥス（
Conidiobolus coronatus）／コニディオボルス・インコングルース（Conidiobolus incon
gruus）、ブラストミセス・デルマチチジス（Blastomyces dermatitidis）、コクシディ
オイデス・イミチス（Coccidioides immitis）、コクシディオイデス・ポサダシイ（Cocc
idioides posadasii）、ヒストプラズマ・カプスラーツム（Histoplasma capsulatum）、
パラコクシディオイデス・ブラジリエンシス（Paracoccidioides brasiliensis）、シュ
ードアレシェリア・ボイジイ（Pseudallescheria boydii）およびスポロトリクス・シェ
ンキイ（Sporothrix schenckii）からなるリストより選択される、本発明1013の方法。
[本発明1015]
　前記ディフェンシンおよび他の薬剤が、ヒトまたは動物に局所適用される、本発明1001
の方法。
[本発明1016]
　前記ディフェンシンおよび他の薬剤が、ヒトまたは動物に非局所適用される、本発明10
01の方法。
[本発明1017]
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　前記ディフェンシンおよび／または前記プロテイナーゼ阻害剤が、遺伝子改変された微
生物によって産生されるまたは植物もしくは細胞の抽出物により提供される、本発明1001
の方法。
[本発明1018]
　植物ディフェンシンまたはその機能性合成もしくは天然誘導体もしくは変異体と、プロ
テイナーゼ阻害剤または抗病原体特性を有する化学剤のいずれかとの組み合わせ、ならび
に1つまたは複数の薬学的に許容される担体、希釈剤および／または賦形剤を含む、製剤
。
[本発明1019]
　前記植物ディフェンシンが透過性ディフェンシンである、本発明1018の製剤。
[本発明1020]
　前記透過性ディフェンシンが、クラスIIナス科ディフェンシンまたはその機能性天然も
しくは合成誘導体もしくは変異体である、本発明1018の製剤。
[本発明1021]
　局所用製剤である、本発明1018の製剤。
[本発明1022]
　前記プロテイナーゼ阻害剤が、NaPI、NaCys1、NaCys2、NaCys3、NaCys4、HvCPI6、SICy
s9、Oc-Ia、Oc-Ib、Oc-Ic、Oc-Id、StPin1A、At2g38870、CI-1B、CI-2、At2g43510および
BPTIより選択される、本発明1018の製剤。
[本発明1023]
　前記化学剤が、シクロピロクス、テルビナフィン、フェンプロピモルフ、ケトコナゾー
ル、イントラコナゾール、フルコナゾール、アモロルフィン、アンホテリシン、アゾール
、ポリエン、エキノキャンディン、アリルアミン、グリセオフルビン、トルナフタート、
ベンゾオキサボロール、アガノシド、フルシトシン、ハロプロギン、ポリゴジアール、ウ
ンデシレン酸、β-グルカンシンターゼ阻害剤およびキチンシンターゼ阻害剤である、本
発明1018の製剤。
[本発明1024]
　前記エキノキャンディンがカスポファンギンである、本発明1018の製剤。
[本発明1025]
　ディフェンシンおよび／またはプロテイナーゼ阻害剤の供給源としての細胞抽出物また
は植物抽出物を含む、本発明1018の製剤。
[本発明1026]
　ヒトまたは動物対象の病原体の治療または予防のための医薬の製造における、本発明10
18～1025のいずれかの製剤の使用。
[本発明1027]
　病原体の増殖または侵入を阻害する方法であって、該病原体を、NaD1、TPP3、PhD1、Ph
D1A、PhD2、FST、NoD173、HXL001、HXL002、HXL004、HXL007、HXL008、HXL009、HXL012、
HXL013、HXL015、HXL035およびHXL036からなるリストより選択される植物ディフェンシン
またはHXP4、HXP34、HXP35、HXP37、HXP58、HXP72、HXP91、HXP92、HXP95およびHXP107か
らなるリストより選択されるディフェンシンの変異体もしくは誘導体と、プロテイナーゼ
阻害剤または抗病原体特性を有する化学剤との組み合わせの有効量に接触させる工程を含
み、該ディフェンシンと該プロテイナーゼ阻害剤または該化学剤のいずれかとの組み合わ
せが、該組み合わせで使用されるのと同じ個々の用量でそれぞれを単独で使用する場合と
比較して抗病原体活性を促進する、前記方法。
[本発明1028]
　病原体の増殖または侵入を阻害する方法であって、該病原体を、NaD1、TPP3、PhD1、Ph
D1A、PhD2、FST、NoD173、HXL001、HXL002、HXL004、HXL007、HXL008、HXL009、HXL012、
HXL013、HXL015、HXL035およびHXL036からなるリストより選択される植物ディフェンシン
またはHXP4、HXP34、HXP35、HXP37、HXP58、HXP72、HXP91、HXP92、HXP95およびHXP107か
らなるリストより選択されるディフェンシンの変異体もしくは誘導体と、NaPI、NaCys1、
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NaCys2、NaCys3、NaCys4、HvCPI6、SICys9、Oc-Ia、Oc-Ib、Oc-Ic、Oc-Id、StPin1A、At2
g38870、CI-1B、CI-2、At2g43510およびBPTIからなるリストより選択されるプロテイナー
ゼ阻害剤またはシクロピロクス、テルビナフィン、フェンプロピモルフ、ケトコナゾール
、イントラコナゾール、フルコナゾール、アモロルフィン、アンホテリシン、アゾール、
ポリエン、エキノキャンディン、アリルアミン、グリセオフルビン、トルナフタート、ベ
ンゾオキサボロール、アガノシド、フルシトシン、ハロプロギン、ポリゴジアール、ウン
デシレン酸、β-グルカンシンターゼ阻害剤およびキチンシンターゼ阻害剤からなるリス
トより選択される化学剤のいずれかとの組み合わせの有効量に接触させる工程を含み、該
ディフェンシンと他の薬剤との組み合わせが、該組み合わせで使用されるのと同じ個々の
用量でそれぞれを単独で使用する場合と比較して抗病原体活性を促進する、前記方法。
[本発明1029]
　真菌病原体の増殖または侵入を阻害する方法であって、該真菌病原体を、NaD1、TPP3、
PhD1、PhD1A、PhD2、FST、NoD173、HXL001、HXL002、HXL004、HXL007、HXL008、HXL009、
HXL012、HXL013、HXL015、HXL035およびHXL036からなるリストより選択される植物ディフ
ェンシンまたはHXP4、HXP34、HXP35、HXP37、HXP58、HXP72、HXP91、HXP92、HXP95および
HXP107からなるリストより選択されるディフェンシンの変異体もしくは誘導体と、NaPI、
NaCys1、NaCys2、NaCys3、NaCys4、StPin1A、HvCPI6、SICys9、Oc-Ia、Oc-Ib、Oc-Ic、Oc
-Id、At2g38870、CI-1B、CI-2、At2g43510およびBPTIからなるリストより選択されるプロ
テイナーゼ阻害剤またはシクロピロクス、テルビナフィン、フェンプロピモルフ、ケトコ
ナゾール、イントラコナゾール、フルコナゾール、アモロルフィン、アンホテリシン、ア
ゾール、ポリエン、エキノキャンディン、アリルアミン、グリセオフルビン、トルナフタ
ート、ベンゾオキサボロール、アガノシド、フルシトシン、ハロプロギン、ポリゴジアー
ル、ウンデシレン酸、β-グルカンシンターゼ阻害剤およびキチンシンターゼ阻害剤から
なるリストより選択される化学剤のいずれかとの組み合わせの有効量に接触させる工程を
含み、該ディフェンシンと他の薬剤との組み合わせが該病原体の増殖の阻害を促進する、
前記方法。
[本発明1030]
　前記エキノキャンディンがカスポファンギンである、本発明1027または1029の方法。
[本発明1031]
　前記組み合わせが相乗的である、本発明1027～1030のいずれかの方法。
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